
 

材料単価・施工単価・作業歩掛見積募集要領 

                              

次のとおり材料単価・施工単価・作業歩掛の見積を募集します。 

 

令和７年１月８日 

                          

独立行政法人水資源機構 

思川開発建設所長 長谷見 智久 

 

 

１．目的 

この見積募集要領は、思川開発事業で予定している工事の積算の参考とするための材料単価・施

工単価・作業歩掛の見積を募集するものです。 

 

２．参考見積書提出の資格  

(1) 水資源機構における令和 5・6 年度一般競争(指名競争)参加資格業者の認定を受けていることと

します。 

(2) 営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

(3) 当機構から「工事請負契約に係る指名競争等の措置要領」(平成 6 年 5 月 31 日付け 6 契約第 443

号)に基づき、利根川水系及び荒川水系関連区域において指名停止を受けていないこととします。 

 

３．参考見積書の提出等 

参考見積書は、次に従い提出してください。  

(1) 参考見積書は項目毎に材料単価・施工単価・作業歩掛を記載して提出して下さい。 

なお、参考見積書の様式は問いません。 

(2) 提出期間：令和７年１月２１日（火）から令和７年１月２４日（金）まで 

持参される場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午前 9 時から

午後 4 時までにお願いします。 

(3) 提出先： 

独立行政法人水資源機構 思川開発建設所 所長 長谷見 智久 宛 

【担当】経理課 古瀬 

〒322-0305 栃木県鹿沼市口粟野 839-2 

Tel    0289-85-1110 

Fax    0289-85-1211 

E-Mail omoigawa@bc9.jp 

(4) 提出方法 

参考見積書は、上記 3.(3)の担当者へ郵送又は FAX（いずれも社印があること）による提出を

原則としますが、在宅勤務等の実施により上述の提出方法が困難な場合は、メール（PDF 等）

による提出も可能です。 

なお、参考見積書を FAX 又はメールにより提出される場合は発信後、必ず、上記 3.(3)の担

当者に電話にてご連絡ください。また、メールにより提出される場合で社印がないものについ

ては、後日郵送又は FAX で社印を押印した書面を提出していただく場合があります。 

(5) 見積有効期限 
令和 7 年 3 月 31 日までとします。（見積書への記載をお願いします） 

(6) 件名 

   「材料単価・施工単価・作業歩掛参考見積書」 

 

 

 



 

４．参考見積内容 

 (1) 見積内容 

  別紙参照 

(2) 見積り条件 
材料単価の見積については、現地着単価（運搬費含む）とし、消費税を含まない額としてくだ

さい。 
なお、工事現場は、栃木県鹿沼市上南摩町地内です。 
 

５．募集要領に対する質問 

この募集要領に対する質問がある場合は、次のとおり書面（様式は自由）により提出してくださ

い。 

(1) 提出期間：令和７年１月１０日（金）から令和７年１月１７日（金）まで 

持参される場合は、上記期間の土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日、午前 9 時から

午後 4 時までにお願いします。 

(2) 提出先：３．(3) と同じです。 

(3) 提出方法：３．(4) と同じです。 

 

６．質問に対する回答 

質問に対する回答は、次のとおり閲覧に供します。 

(1) 閲覧期間：令和７年１月２０日（月）から令和７年１月２４日（金）まで 

(2) 閲覧方法：ホームページに掲載します。 

 

７．参考見積書作成及び提出に要する費用 

恐れ入りますが、参考見積提出者のご負担とさせていただきます。 

 

８．問合せ 

ご提出していただいた参考見積書の内容について、こちらより問合せをさせていただくことがあ

ります。 

 

－ 以  上 － 
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整理番号

独立行政法人水資源機構 思川開発建設所

南摩ダム本体建設工事

登録番号

名　称

工事名

19-16-08 08-14-XXX

回

8 新規追加

変　　更　　内　　容

S=図示

維持放流設備工

利水水位低下放流設備工

プレキャストボックスカルバート配置図

S=1:50維持放流設備工 プレキャストボックスカルバート配置図
利水水位低下放流設備工（参考図-1）
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8 新規追加

変　　更　　内　　容

S=図示

維持放流設備工

利水水位低下放流設備工

プレキャストボックスカルバート配筋図

維持放流設備工 プレキャストボックスカルバート配筋図 S=1:10

利水水位低下放流設備工（参考図-1）
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8 新規追加

変　　更　　内　　容

S=図示

維持放流設備工

利水水位低下放流設備工

立坑桝（１）プレキャスト部構造図

S=1:30維持放流設備工 立坑桝（１）プレキャスト部構造図
利水水位低下放流設備工（参考図-1）
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8 新規追加

変　　更　　内　　容

S=図示

維持放流設備工

利水水位低下放流設備工

立坑桝（１）プレキャスト部配筋図（１）

S=1:20維持放流設備工 立坑桝（１）プレキャスト部配筋図（１）
利水水位低下放流設備工（参考図-1）
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独立行政法人水資源機構 思川開発建設所

南摩ダム本体建設工事

登録番号

名　称

工事名

19-16-08 08-14-XXX

回

8 新規追加

変　　更　　内　　容

S=図示

維持放流設備工

利水水位低下放流設備工

立坑桝（１）プレキャスト部配筋図（２）

S=1:20維持放流設備工 立坑桝（１）プレキャスト部配筋図（２）
利水水位低下放流設備工（参考図-1）
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独立行政法人水資源機構 思川開発建設所

南摩ダム本体建設工事

登録番号

名　称

工事名

19-16-08 08-14-XXX

回

8 新規追加

変　　更　　内　　容

S=図示

維持放流設備工

利水水位低下放流設備工

立坑桝（１）プレキャスト部配筋図（３）

S=1:10維持放流設備工 立坑桝（１）プレキャスト部配筋図（３）
利水水位低下放流設備工（参考図-1）
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19-16-08 08-14-XXX
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8 新規追加

変　　更　　内　　容

S=図示

維持放流設備工

利水水位低下放流設備工

立坑桝（２）プレキャスト部構造図

S=1:30維持放流設備工 立坑桝（２）プレキャスト部構造図
利水水位低下放流設備工（参考図-1）
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<資材数量表＞ <資材数量表＞
1基分 3基分
単管枠組 単管枠組

品名 規格 寸法 数量 備考 品名 規格 寸法 数量 備考
3500 4 2.65 kg/m 37.10 kg 3500 12 2.65 kg/m 111.30 kg
2000 4 2.65 kg/m 21.20 kg 1800 12 2.65 kg/m 57.24 kg
1500 18 2.65 kg/m 71.55 kg 1500 54 2.65 kg/m 214.65 kg
1000 4 2.65 kg/m 10.60 kg 1000 12 2.65 kg/m 31.80 kg

直交 ― 68 0.73 kg/個 49.64 kg 直交 ― 204 0.73 kg/個 148.92 kg
自在 ― 0 0.70 kg/個 0.00 kg 自在 ― 0 0.70 kg/個 0.00 kg
直交 ― 4 1.04 kg/個 4.16 kg 直交 ― 12 1.04 kg/個 12.48 kg
自在 ― 0 1.04 kg/個 0.00 kg 自在 ― 0 1.04 kg/個 0.00 kg

計 194.25 kg 計 576.39 kg
EPS枠組 EPS枠組

品名 規格 寸法 数量 備考 品名 規格 寸法 数量 備考
1500 32 2.65 kg/m 127.20 kg 1500 96 2.65 kg/m 381.60 kg
1000 8 2.65 kg/m 21.20 kg 1000 24 2.65 kg/m 63.60 kg
1000 16 2.65 kg/m 42.40 kg 1000 48 2.65 kg/m 127.20 kg

直交 ― 112 0.73 kg/個 81.76 kg 直交 ― 336 0.73 kg/個 245.28 kg
自在 ― 0 0.70 kg/個 0.00 kg 自在 ― 0 0.70 kg/個 0.00 kg
直交 ― 0 1.04 kg/個 0.00 kg 直交 ― 0 1.04 kg/個 0.00 kg
自在 ― 0 1.04 kg/個 0.00 kg 自在 ― 0 1.04 kg/個 0.00 kg

アルミ合金足場板 AL2810 1000 8 2.19 kg/m 17.52 kg アルミ合金足場板 AL2810 1000 24 2.19 kg/m 52.56 kg

計 290.08 kg 4[個/基]分 計 870.24 kg
他 資材 他 資材

品名 規格 寸法 数量 備考 品名 規格 寸法 数量 備考
ポンプ GSZ37-7 ― 1 605.00 kg/個 605.00 kg ポンプ KRS815 ― 3 605.00 kg/個 1815.00 kg
メッシュパレット コンボキシィ ― 1 103.00 kg/個 103.00 kg メッシュパレット コンボキシィ ― 3 103.00 kg/個 309.00 kg

1000×600×600 ― 4 12.00 kg/m3 17.28 kg 1000×600×600 ― 12 12.00 kg/m3 51.84 kg
1200×1000×300 ― 1 12.00 kg/m3 4.32 kg 1200×1000×300 ― 3 12.00 kg/m3 12.96 kg

コンパネ(t=12) 900×900 ― 1 5.35 kg/枚 5.35 kg コンパネ(t=12) 900×900 ― 3 5.35 kg/枚 16.05 kg
ビス ― ― 4 0.05 kg/個 0.20 kg ビス ― ― 12 0.05 kg/個 0.60 kg

計 735.15 kg 計 2205.45 kg

計 1219.48 kg 計 3652.08 kg

単位重量 総重量 単位重量 総重量

単管 φ48.6 単管 φ48.6

単管クランプ 単管クランプ

キャッチクランプ キャッチクランプ

単位重量 総重量 単位重量 総重量

単管 φ48.6 単管 φ48.6

単位重量 総重量

EPSブロック(D-12) EPSブロック(D-12)

単管クランプ 単管クランプ

キャッチクランプ キャッチクランプ

単位重量 総重量

（参考図-5）
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ボーリング作業台車　一覧表

部材 使用箇所 数量(本) 備考

架台骨組み ステージ 1,600mm 水平部(左右岸方向) 2
支柱、キャスター、固定ビーム、接続ビーム取り付け可
能品

水平部 接続ビーム  1,000mm 水平部(上下流方向) 2

鋼製キャスター ステージ鉛直部 2
マシン自重、削孔時反力、資材運搬荷重に耐えうる構
造

ステージ加工 ステージと支柱を固定するピンを設置する孔加工 2 1ヶ所ピンで固定

ステージ加工 ステージとキャスター取り付け部に穴加工 2 1ヶ所ボルト6点固定

ステージ加工 ステージと接続ビーム取り付け部に穴加工 2 1ヶ所ボルト4点固定

ステージ加工 ステージと固定ビーム取り付け部に穴加工 2 2ヶ所(支柱側、ステージ側)ピンで固定

ステージ加工
角パイプ設置時のズレ防止アングル取り付け用の穴
加工

10

ステージ加工 台車固定用レバーブロック取り付け 2

固定ビーム加工 固定ビームと角度調整ビームを連結させる穴加工 2
1本当たり角度4パターンに対応+スナップピン取り付け
加工

作業床部 角パイプ□50×50×1300 架台転がし 10 マシン自重、削孔時反力、資材運搬荷重に耐えうる物

張り出しパイプ　φ42.7×1000 角パイプ内に挿入 10 作業床として使用

角パイプ固定アングル 穴加工あり 10

杉板200×35  1,700mm 8

架台骨組み 固定ビーム  1,500mm
支柱とステージを繋ぐ部材
（斜め方向)

2

斜め部材 角度調整ビーム　1,500mm
固定ビームの延長用。(複数角度に対応できないた
め)

2

角度調整ビーム加工 固定ビームと角度調整ビームを連結させる穴加工 2
1本当たり角度4パターンに対応+スナップピン取り付け
加工

架台骨組み 支柱　1,800mm 支柱 2 角度4パターン対応加工

支柱部 ビーム 1,000mm 支柱水平継手(上下流方向) 3

鋼製キャスター 支柱鉛直部 2
マシン自重、削孔時反力、資材運搬荷重に耐えうる構
造

支柱加工 支柱とビーム取り付け加工(ボルト固定) 3 1ヶ所ボルト4点固定

支柱加工 支柱とキャスター取り付け部 2 1ヶ所ボルト6点固定

支柱加工 支柱と水平ステージ取り付け部に穴加工 2 支柱1本につき角度4パターン対応加工

支柱加工 支柱と接続ビーム取り付け部に穴加工 2

支柱部

架台骨組み水平部＆作業床部

手摺
(階段は架台部材詳細参照)

斜め部

（参考図-7-1）



手摺、階段 単管パイプφ48.6×2.0 建地 2

単管パイプφ48.6×1.0 建地 2

単管パイプφ48.6×1.0 水平 6 手すり2本、中桟2本、下支え2本

単管パイプφ48.6×1.5m 昇降階段手すり用 2

単管パイプφ48.6×1.0m 昇降階段手すり用建地 2

単管パイプφ48.6×1.5m 昇降階段取り付け用 2

単管パイプφ48.6×1.0m 昇降階段下支え 1

角丸自在クランプ  60角×φ48.6 6 建地1に4ヶ、手すりに2ヶ

直交クランプ 12 建地1と水平に12ヶ

自在クランプ 2 ロッドとラクラクタラップ下端に2つ

昇降設備 コンビステップ 幅910×250 2枚 13 42台の振り分け記載(緩斜面用架台)

昇降設備 コンビステップ 幅910×250 4枚 29 42台の振り分け記載(急斜面用架台)

杉板200×35  1000mm 幅木用 2

固定・吊り金 架台固定剛板 固定プレート 2 オールアンカー1610用　穴加工＋フック

ﾚｰﾊﾞｰﾌﾞﾛｯｸ 1.0t 3 固定用2点、反力用1点

シャックル(強力長シャックル ねじ
込み式)

W3/4 4

玉掛ワイヤー φ12mm×1,000×２本 2

架台逸走防止ストッパー 設置位置可変タイプ 2
削孔位置に合わせてどんな場所でも
使用できるように長さを変えられる

ワイヤー擦れ防止ローラープレート 写真参照 9 設置個数を記載

ワイヤー擦れ防止ローラープレート
穴加工

オールアンカーC-1210 4本で固定 9 設置個数を記載

その他部材 低速ウインチ WK55Xを使用　 図参照 9 設置台数記載

ロックピン ステージと支柱接続ピン 2 スナップピン取り付け用穴加工あり

スナップピン ロックピン抜け防止ピン 2

固定ピン
支柱と固定ビーム、ステージと角度調整ビーム　接続
ピン

4

ロックピン 角度調整ビームと固定ビーム　接続ピン 2

六角ボルト M10×15L 16

六角ボルト M10×20L 24

六角ボルト M10×25L 8

六角ボルト M10×35L 16

六角ボルト M10×60L 10

六角ナット M10 26

スプリングワッシャー M10 64

（参考図-7-1）



ボーリング作業台車　部材詳細

部材 使用箇所 数量(本) 備考 架台骨組み水平部及び作業床部

架台骨組み ステージ 1,600mm 水平部(左右岸方向) 2
支柱、キャスター、固定ビーム、接続ビーム取り付け可
能品

水平部 接続ビーム  1,000mm 水平部(上下流方向) 2

鋼製キャスター ステージ鉛直部 2
マシン自重、削孔時反力、資材運搬荷重に耐えうる構
造

ステージ加工 ステージと支柱を固定するピンを設置する孔加工 2 1ヶ所ピンで固定

ステージ加工 ステージとキャスター取り付け部に穴加工 2 1ヶ所ボルト6点固定

ステージ加工 ステージと接続ビーム取り付け部に穴加工 2 1ヶ所ボルト4点固定

ステージ加工 ステージと固定ビーム取り付け部に穴加工 2 2ヶ所(支柱側、ステージ側)ピンで固定

ステージ加工
角パイプ設置時のズレ防止アングル取り付け用の穴
加工

10

ステージ加工 台車固定用レバーブロック取り付け 2

固定ビーム加工 固定ビームと角度調整ビームを連結させる穴加工 2
1本当たり角度4パターンに対応+スナップピン取り付け
加工

作業床部 角パイプ□50×50×1300 架台転がし 10 マシン自重、削孔時反力、資材運搬荷重に耐えうる物

張り出しパイプ　φ42.7×1000 角パイプ内に挿入 10 作業床として使用

角パイプ固定アングル 穴加工あり 10

杉板200×35  1,700mm 8

斜め部材写真 架台骨組み斜め部材

架台骨組み 固定ビーム  1,500mm 支柱とステージを繋ぐ部材（斜め方向) 2

斜め部材 角度調整ビーム　1,500mm
固定ビームの延長用。(複数角度に対応できないた
め)

2

角度調整ビーム加工 固定ビームと角度調整ビームを連結させる穴加工 2
1本当たり角度4パターンに対応+スナップピン取り付け
加工

固定ビーム(手前)の内部に角度調整用のビームが挿入されており、伸縮できる形になっている。

スナップピンで固定できるよう、穴加工をしている。

固定ビーム

角度調整ビーム

（参考図-7-1）



ボーリング作業台車　部材詳細

架台骨組み斜め部材

※1 緩斜面とは廊内における以下の斜面を指す 「配孔図」参照

架台骨組み 支柱　1,800mm 支柱 2 角度4パターン対応加工 右岸19.46°斜面

支柱部 ビーム 1,000mm 支柱水平継手(上下流方向) 3 左岸10.93°斜面

鋼製キャスター 支柱鉛直部 2
マシン自重、削孔時反力、資材運搬荷重に耐えうる構
造

急斜面とは廊内における以下の斜面を指す

支柱加工 支柱とビーム取り付け加工(ボルト固定) 3 1ヶ所ボルト4点固定 右岸25.30°斜面

支柱加工 支柱とキャスター取り付け部 2 1ヶ所ボルト6点固定 左岸25.66°斜面

支柱加工 支柱と水平ステージ取り付け部に穴加工 2 支柱1本につき角度4パターン対応加工 左右岸監査廊入口45.0°斜面

支柱加工 支柱と接続ビーム取り付け部に穴加工 2

階段取付(急斜面) 架台手摺図面 架台手摺取付

手摺、階段 単管パイプφ48.6×2.0 建地 2

単管パイプφ48.6×1.0 建地 2

単管パイプφ48.6×1.0 水平 6 手すり2本、中桟2本、下支え2本

単管パイプφ48.6×1.5m 昇降階段手すり用 2

単管パイプφ48.6×1.0m 昇降階段手すり用建地 2

単管パイプφ48.6×1.5m 昇降階段取り付け用 2

単管パイプφ48.6×1.0m 昇降階段下支え 1

角丸自在クランプ  60角×φ48.6 6 建地1に4ヶ、手すりに2ヶ

直交クランプ 12 建地1と水平に12ヶ コンビステップ(900巾を使用)

自在クランプ 2 ロッドとラクラクタラップ下端に2つ

昇降設備 コンビステップ 幅910×250 2枚 13 42台の振り分け記載(緩斜面用架台)※1

昇降設備 コンビステップ 幅910×250 4枚 29 42台の振り分け記載(急斜面用架台)※1

杉板200×35  1000mm 幅木用 2
株式会社伊藤製作所HPより

（参考図-7-1）



ボーリング作業台車　部材詳細

架台逸走防止ストッパー 架台固定写真

固定・吊り金 架台固定剛板 固定プレート 2 オールアンカー1610用　穴加工＋フック

ﾚｰﾊﾞｰﾌﾞﾛｯｸ 1.0t 3 固定用2点、反力用1点

シャックル(強力長シャックル ねじ
込み式)

W3/4 4

玉掛ワイヤー φ12mm×1,000×２本 2

架台逸走防止ストッパー 設置位置可変タイプ 2
削孔位置に合わせてどんな場所でも
使用できるように長さを変えられる

ワイヤー擦れ防止ローラープレート 写真参照 9 設置個数を記載※2

ワイヤー擦れ防止ローラープレート
穴加工

オールアンカーC-1210 4本で固定 9 設置個数を記載※2

ワイヤー擦れ防止ローラープレート

監査廊内コーナー部など、ワイヤーがインバートに接触する箇所に設置

※2 ワイヤー擦れ防止ローラープレート設置箇所

・監査廊右岸入り口1台

・監査廊左岸入り口2台

・監査廊右岸急斜面部2台

・監査廊左岸急斜面部2台

・監査廊右岸緩斜面部1台

・監査廊左岸緩斜面部1台

架台固定概略図

固定プレート

レバーブロック

シャックル

玉掛けワイヤー

（参考図-7-1）



ボーリング作業台車　部材詳細

その他部材 低速ウインチ WK55Xを使用　 図参照 9 設置台数記載 ← 低速ウインチ設置箇所

ロックピン ステージと支柱接続ピン 2 スナップピン取り付け用穴加工あり ・監査廊右岸入り口1台

スナップピン ロックピン抜け防止ピン 2 ・監査廊左岸入り口2台

固定ピン
支柱と固定ビーム、ステージと角度調整ビーム　接続
ピン

4 ・監査廊右岸急斜面部2台

ロックピン 角度調整ビームと固定ビーム　接続ピン 2 ・監査廊左岸急斜面部2台

六角ボルト M10×15L 16 ・監査廊右岸緩斜面部1台

六角ボルト M10×20L 24 ・監査廊左岸緩斜面部1台

六角ボルト M10×25L 8

六角ボルト M10×35L 16

六角ボルト M10×60L 10

六角ナット M10 26

スプリングワッシャー M10 64

トーヨーコーケン(株) HPより

トーヨーコーケン(株) HPより

使用ウインチ(WK55X)

トーヨーコーケン(株) HPより

（参考図-7-1）



ボーリング作業台車用レール　一覧表

部材 使用箇所 数量(本) 備考

ロッドレール AWロッド 2.0m 総延長846m敷設 423

ロッドレール設置

AWロッド 2.0mを連結させ設置

総延長846m敷設 (ロッド本数 423本)監査廊内斜面部 423m ×2本 = 846m　

ロッドレール敷設状況 ロッドレール上端部設置図 AWロッド規格(本現場では2.0mを使用)

鉱研工業株式会社 HPより

AWロッド折曲げ加工

ターンバックルとシャックルで固定プレートに接続

プレートはオールアンカーC-1610を2本使用し固定
側面図

平面図

（参考図-7-2）
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④スタータスラブ中間縦継目

BL26

S=1:500

整理番号

独立行政法人水資源機構 思川開発建設所

南摩ダム本体建設工事

登録番号

名　称

工事名

継目工配置図
継目工

19-16-08

回

8 新規追加

変　　更　　内　　容

S=図示

08-08-001

継目工配置図（参考図-8）
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